
管内報道機関との定例懇談会（６月）懇談項目 

 項     目 担 当 部 ポイント 

１ 久慈地区被災者相談支援センターの活動状況について 経 営 企 画 部 

相談者のさまざまな相談内容にワンストップで

対応するため、6 月から毎月第 2 水曜日に、開

催時間を変更して、各分野の専門家が一堂に会

する合同相談会を開催します。 

２ 
平成 25 年度県北ものづくり産業ネットワーク総会・講演

会の開催について 
経 営 企 画 部 

県北地域におけるものづくり産業の振興を目的

とする「県北ものづくり産業ネットワーク」の

総会を開催し、総会終了後には、日本のモノづ

くりに関する講演会を実施します。 

３ 
平成 25 年度 第２期県北ものづくり改善塾の開講につい

て 
経 営 企 画 部 

県北地域のものづくり企業において、技術の伝

承や技術革新を担う人材を育成することを目的

として、第２期「県北ものづくり改善塾」を開

講します。 

４ 2013フレッシャーズ・カフェin久慈琥珀の開催について 経 営 企 画 部 

この春、久慈地域の高校を卒業し、地域内の事

業所に就職した新規学卒者の早期離職防止や職

場定着率向上を図るため、「2013 フレッシャー

ズ・カフェin久慈琥珀」を開催します。 

５ 
中学生を対象とした医師の出前講座及び医療現場体験会

の実施について  
保健福祉環境部 

将来の久慈地域の医療を担う人材の育成に資す

ることを目的として、医師の出前講座及び医療

現場体験会を実施します。 

６ 
平成 25 年度「久慈地区クリーンいわて行動の日」を実施

します 
保健福祉環境部 

観光地としてのきれいな街づくりに貢献するこ

とを目的として、合同庁舎周辺市街地及び久慈

川河川敷の清掃ボランティア活動を行います。 

７ 
ほ場整備を契機とした沿岸地区で初となる農業法人等の

設立について 
農政部 

Ｈ25年5月に、沿岸地区で初となる農事組合法

人が久慈市大川目地区で設立されました。また、

6 月 9 日に宇部川地区では、津波被災からの復

興に向け、久慈市と野田村から「特定農業団体」

の認定書が交付されます。 

８ やませの郷
さと

食の技研究会技術研鑽研修会 農業改良普及室 

小袖海岸や久慈市街地以外でも広く久慈管内で

まめぶを提供できるよう技術を習得するため、

今年度の食の匠の技術研鑽研修会で「まめぶ」

づくりの研修会を開催します。 

９ 食の匠による高校生への郷土料理伝承会の開催について 農業改良普及室 

H23 年度から久慈東高等学校と連携して、食物

系列 3 学年の調理師免許取得を目指す生徒を対

象に「食の匠による高校生への郷土料理伝承会」

を授業の一環で開催しており、今年度は３回の

実施を予定しています。 

10 
主要農作物の生育状況について  

（平成25年6月5日現在） 
農業改良普及室 

久慈管内の水稲田植え作業は、低温の影響によ

り平年に比べて遅れたものの概ね終了しまし

た。また、野田村の被災水田も大きな問題無く、

移植が終了しました。 

11 第３３回久慈地区乾しいたけ品評会の開催について 林務部 

久慈地域の乾しいたけブランドの確立、生産者

の経営・生産技術の向上を目指すとともに、県

全体の乾しいたけ生産の復興を期するため、久

慈地域の乾しいたけ品評会を開催します。 

12 岩手県栽培漁業協会のウニ種苗初出荷について 水産部 

平成25年3月に完全復旧した（社）岩手県栽培

漁業協会種市事業所において、今年度のウニ種

苗の初出荷が行われます。 

13 
【復興関連道路】主要地方道野田山形線大葛の 2 工区の完

成について 
土木部 

復興関連道路として整備を進めている主要地方

道野田山形線大葛の2工区が7月9日に完成予

定となりました。なお、この工区の完成により、

野田村の中心部から大葛集落等までが全て 2 車

線で通行できるようになります。 

【その他配付資料】 

・県北広域振興局全戸回覧情報紙「広域振興局ナビ！vol.33」（平成25年６月号） 

・月間行事予定表  

・第31回 洋野町はまなすマラソン大会 

  

 



報道機関懇談会資料（2013/6/7） 県北広域振興局 

懇談項目１ 
久慈地区被災者相談支援センターの活動状況について 

（経営企画部）  

平成 23 年７月 28 日に開設した久慈地区被災者相談支援センターについて、平成 25年 5 月

現在の活動状況は次のとおりとなります。 

 

１ 相談件数について                   （平成 25 年 5 月 31 日現在） 

相談類型 計 
専門家対応 職員・相談員対応 

計 電話 来所 計 電話 来所 

被災者生活再建支援制度 
(0) 

3 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

3 

(0) 

2 

(0) 

1 

住宅 
(3) 

7 

(1) 

4 

(0) 

0 

(1) 

4 

(2) 

3 

(1) 

2 

(1) 

1 

税金 
(2) 

3 

(0) 

1 

(0) 

0 

(0) 

1 

(2) 

2 

(1) 

1 

(1) 

1 

相続 
(3) 

6 

(3) 

6 

(1) 

1 

(2) 

5 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

負債整理 
(1) 

1 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(1) 

1 

(0) 

0 

(1) 

1 

その他の相談 
(12) 

22 

(6) 

12 

(1) 

1 

(5) 

11 

(6) 

10 

(0) 

0 

(6) 

10 

小計 
(21) 

42 

(10) 

23 

(2) 

2 

(8) 

21 

(11) 

19 

(2) 

5 

(9) 

14 

窓口紹介等 

《センター内、市役所等》 

(294) 

489 

(0) 

0 

(0) 

0 

(0) 

0 

(294) 

489 

(4) 

7 

(290) 

482 

（5/1～5/31） 

合計 4/1～5/31  

(315) 

531 

(10) 

23 

(2) 

2 

(8) 

21 

(305) 

508 

(6) 

12 

(299) 

496 

参考：H24.4.1～H25.3.31 2,975 270 7 263 2,705 86 2,619 

【相談傾向】 

 ※ 今月の相談件数（窓口紹介等を除く）は 21件で、昨年度同月比 61.8％となっている。 

 ※ 専門家別の相談では、弁護士（8件）、司法書士・ファイナンシャルプランナー（各 1件）

の順となっている。 

 ※ 相談内容としては、相続、土地をめぐるトラブル、離婚、消費生活に関する相談等と多岐

に渡っている。 



２ 平成 25 年 6 月の取組内容について 

（１）久慈地区被災者相談支援センターの運営（平日 9:00～17:00） 

  【6 月の専門家派遣】 

   月：弁護士、火：司法書士、水：建築士（月 1回） 

木：土地家屋調査士（月 2回）、行政書士（月 2回） 

金：ファイナンシャルプランナー 

 

（２）出張相談 

① 専門家による出張相談（相談員も同行） 

 【弁護士に対する相談】 

 洋野町 野田村 普代村 

日時 6 月 10 日（月） 

13:30～15:30 

6 月 17 日（月） 

13:30～15:30 

6 月 5日（水） 

10:00～15:00 

場所 洋野町役場種市庁舎 野田村総合センター 普代村役場 

  【司法書士・建築士・土地家屋調査士・ファイナンシャルプランナー（FP）に対する相談】 

専門家名 日時 場所 時間 

司法書士 6 月 18 日（火） 野田村役場 

10：00～15：00 FP（「我が家の復興計画

づくり個別相談会」） 

6 月 28 日（金） 野田村役場 

② 専門家合同相談会 

  相談者のさまざまな相談内容にワンストップで対応するため、6 月から毎月第 2 水曜日

に、開催時間を変更して、各分野の専門家が一堂に会する合同相談会を開催します。 

 ・ 日時：6月 12 日（水）14：00～19：00 

 ・ 場所：野田村役場 

 ・ 参加予定専門家：弁護士、司法書士、建築士、土地家屋調査士、行政書士 

           ファイナンシャルプランナー 

③ 相談員による出張相談 

    毎週水曜日、久慈地域こころのケアセンター（H24.3.28 開設）が野田村で開催するここ

ろの健康相談室に併せて相談員が出張相談を行い、健康相談以外の総合相談に対応します。 

 

（３）平成 25年度第１回久慈地区被災者相談支援連絡会の開催 

久慈地区被災者相談支援連絡会の構成団体である関係機関が一同に会し、今年度の取組内

容や被災者支援の課題について意見交換を行うため、標記連絡会を開催します。 

   日時：6月 21 日（金）13：30～15：00 

   場所：久慈地区合同庁舎 第 4会議室 

   構成団体：久慈公共職業安定所、久慈税務署、県立久慈病院、市町村、市町村社会福祉協

議会、特定非営利活動法人サロン「たぐきり」、チャレンジドセンター久慈、 

久慈ひまわり基金法律事務所、久慈地域こころのケアセンター、 



特定非営利活動法人いわて生活者サポートセンター、いわて障がい福祉復興支援

センター久慈圏域センター、久慈地区被災者相談支援センター 

 

【参考】 久慈地域こころのケアセンターの活動状況  

◎ 訪問先別相談件数（延数）（暫定値） 

訪問先 件数 割合 

こころの健康相談室 (64) 

120 

(41.3％) 

39.2％ 

仮設住宅等の訪問 (31) 

81 

(20.0％) 

26.5％ 

上記以外（役場内等） (60) 

105 

(38.7％) 

34.3％ 

（5/1～5/31） 

合計 4/1～5/31  

(155) 

306 

 

 相談者の主訴としては、身体の不調、不眠、抑うつが多い。 

 

※ 震災でストレスを受けた被災者の心のケアを行うため、県から委託を受けた岩手医科大学

が沿岸 4 地域（久慈・宮古・釜石・大船渡）に、平成 24 年 3 月 28 日に「地域こころのケア

センター」を開設。久慈地域こころのケアセンターは、野田村で開催している「こころの健

康相談室」を中心に活動中。 



報道機関懇談会資料（2013/6/7） 県北広域振興局 

懇談項目２ 
平成 25年度県北ものづくり産業ネットワーク総会・講演会の開催について 

（経営企画部） 

 

 県北地域におけるものづくり産業の振興を目的とする「県北ものづくり産業ネットワーク」

の総会を、平成 25 年６月 17 日（月）に、二戸市で開催します。 

 また、総会終了後には、日本のモノづくりに関する講演会を実施します。 

 

１ 県北ものづくり産業ネットワーク総会について 

本ネットワークは、会員企業相互や他圏域の企業、大学等研究機関との交流・連携を深める

とともに、企業、学校、産業支援団体、行政が一体となって県北地域のものづくり産業を支え

る人材を育成するための取組を進めることにより、ものづくり産業の一層の成長発展を促し、

地域経済の活性化に貢献することを目的として平成 20年に設立されたものです。 

総会においては、24 年度の事業報告と決算、25年度の事業計画と予算等を会員にご審議いた

だきます。 

 

２ 県北ものづくり産業ネットワーク講演会について 

県北ものづくり産業ネットワーク総会の終了後、講演会を実施します。 

講師には、ＰＳＩコンサルティング代表の 堀内 厚 氏をお招きし、最近のトレンドも交えな

がら日本のモノづくりについてご講演をしていただく予定となっております。 

 

３ 日時、会場等 

  日時：平成 25 年 6月 17 日（月） 14：00～15：20 

  場所：二戸地区合同庁舎 １階 大会議室 

  議題：平成 24 年度事業報告及び決算、平成 25 年度事業計画及び予算 

  講演：講師：ＰＳＩコンサルティング代表 堀内 厚 氏 

テーマ：ＪＩＴ（ジャスト・イン・タイム）での日本のモノづくり 

 

 

 

 

 

 

担当：経営企画部産業振興課 熊谷 郁夫 

電話：0194-53-4981 内線 205 

 

 



報道機関懇談会資料（2013/6/7） 県北広域振興局 

懇談項目３ 
平成 25年度 第２期県北ものづくり改善塾の開講について 

（経営企画部） 

 

 県北地域のものづくり人材育成を目的とする「県北ものづくり改善塾」を、平成 25年６月

17 日（月）から、久慈市の企業を会場に実施します。 

 現在、県北地域のものづくり企業を対象に、塾生を募集しています。 

 

１ 県北ものづくり改善塾の開講について 

「県北ものづくり改善塾」は県北地域（久慈地区、二戸地区）のものづくり企業において、

技術の伝承や技術革新を担う人材を育成することを目的として、平成24年度に第１期を開講し、

平成 25 年３月に卒塾生を輩出しましたが、このたび、第２期「県北ものづくり改善塾」を開講

することとなりました。 

第２期改善塾の開講期間は平成 25年 6月 17 日（月）から平成 25 年 11 月までの 6 ヶ月間で、

概ね月１回、久慈市の久慈衣料株式会社を会場に実施します。 

 

２ 日時、会場等 

  開講式：平成 25年 6 月 17 日（月） 13：30～ 

  場 所：二戸地区合同庁舎 ２階 ２Ａ会議室 

  参 考：①会場企業：久慈衣料株式会社（久慈市大川目町第 14 地割 67 番地 1） 

      ②開講期間：平成 25年 6 月～11月（6ヶ月間） 

      ③募集対象：県北広域振興局管内に所在するものづくり企業の若手従業員や改

善担当者等 

      ④募集人員：20 名 

⑤講     師：ＰＳＩコンサルティング代表 堀内 厚 氏 

 

改善塾では、会場企業から提供された課題についてグループワークにより検討し、また、先

進工場の見学等も参考としながら会場企業へ改善提案を行います。 

県北広域振興局管内に所在するものづくり企業の若手従業員や改善担当者を対象として塾生

を募集しています。（６/７〆切） 

 

 

 

担当：経営企画部産業振興課 熊谷 郁夫 

電話：0194-53-4981 内線 205 

 

 



報道機関懇談会資料（2013/6/7） 県北広域振興局 

懇談項目４ 
2013フレッシャーズ・カフェ in久慈琥珀の開催について 

（経営企画部）  

 

 

この春、久慈地域の高校を卒業し、地域内の事業所に就職した新規学卒者の早期離職防

止や職場定着率向上を図るため、「2013 フレッシャーズ・カフェ in 久慈琥珀」を開催しま

す。 

 

１ 対象者 

   平成 25 年３月に久慈管内の高等学校を卒業し、管内の事業所に就職した新規学卒者 

 

２ 主催等 

主催：岩手県県北広域振興局、ジョブカフェ久慈  

共催：久慈雇用開発協会 

後援：久慈公共職業安定所 

 

３ 開催日時 

  平成 25 年６月 21日（金） 18:40～20:30 

 

４ 会場 

ビストロくんのこ（久慈市小久慈町 19-156-134 久慈琥珀博物館隣接） 

 

５ 内容 

（１）講演 

テーマ：「～久慈地域の若き希望の星となるために～」 

講師：金野 馨氏（ジョブカフェ一関 センター長） 

   ○ 現在の雇用情勢などを元に、仕事に対する取組等の認識を新たにする。 

（２）先輩体験談（管内就職者１名） 

   テーマ：「社会人になって感じたこと、悩み、困難の克服方法」 

  ○ 地元で活躍する先輩の体験談を聞き、仕事を続けることの大切さ、困難の克服

方法等を学ぶ 

（３）ミニ同窓会（懇親会） 

   ○ それぞれの仕事、職場環境における現状等を語ることで、悩みなどを共有し、

社会人としてのあり方や仕事に対する取組などを考える。 

 

５ 参加予定者 

  約 50 名 

 

 

 

 

 

 

 

 

担当：経営企画部産業振興課 熊谷 郁夫 

電話：0194-53-4981 内線 205 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【申し込み・お問い合わせ先】 

ジョブカフェ久慈 久慈市川崎町 13-1 

TEL & FAX 0194-53-3344 

■日時：平成２５年６月２１日（金） 

１８：４０～２０：３０ 
  ※送迎バスを運行します 

 １８：００発  久慈市役所  着２１：００ 

 １８：１５着   くんのこ    発２０：４５ 

※直接、会場へ来る方は、１８：４０までに、 

お越し下さい 

フレッシャーズ・カフェ メニュー 
 

★１８：１５ 久慈琥珀博物館 見学 （自由見学） 

★１８：４０ 開 会   

★１８：４５ 講  話   テーマ：「～久慈地域の若き希望の星となるために～」 

講  師：金野 馨氏（ジョブカフェ一関 センター長） 

★１９：０５ 先輩体験談 
テーマ：「社会人になって感じたこと、悩み、困難の克服方法」 

発表者：久慈管内に就職した先輩１名 

★１９：３０ ミニ同窓会  
            おいしい料理を楽しみながら、仕事のこと、職場のことを同級生と語りましょ

う！ 

先輩や出身校の先生方も来るよ。 

★２０：３０ 閉会  

主催：岩手県県北広域振興局、ジョブカフェ久慈 

共催：久慈雇用開発協会 

後援：久慈公共職業安定所 

■場 所：ビストロくんのこ(久慈琥珀博物館隣接) 

     久慈市小久慈町 19-156-134 

     TEL 0194-59-3881 

■参加費：無料 
(久慈琥珀博物館入館料、くんのこ食事付) 

■持ち物：筆記用具 

ジョブカフェ久慈では、就職活動のお手伝いや、在職

中の悩みや困りごとなどの相談も受け付けておりま

すので、お気軽に来所してみてください！！ 

社会人としてスタートされた皆さん！！新生活はいかがですか？ 

まだまだ、緊張と不安の日々と思いますが、久慈地区に就職した同

級生と会ってリフレッシュの時間を持ってみませんか？ 



報道機関懇談会資料（2013/6/7） 県北広域振興局 

懇談項目５ 
中学生を対象とした医師の出前講座及び医療現場体験会の実施について 

（保健福祉環境部/久慈保健所）  

 

 管内の中学生に医師による講話及び病院での現場体験を通じて、医師・看護師等の職業の

重要性について理解を深めてもらい、将来の久慈地域の医療を担う人材の育成に資すること

を目的として実施するものです。 

 

 平成 22 年度から平成 24 年度までは高校生を対象に３年間医療現場体験会を実施してきま

したが、次のステップとして、より早い段階からのアプローチが有効と考え、中学生を対象

に、下記のとおり実施することとしました。 

 

【事業内容】 

（１） 医師による出前講座（今年度初めて実施） 

実施期間：平成 25 年 6月 25 日（火）～7月 11 日（木） 

実施校：久慈市２校、洋野町３校、野田村１校、普代村１校 

 

 

（２） 医療現場体験会 

   日時：平成 25年 8 月 6 日（火） 14：00～16：00 

   会場：岩手県立久慈病院（久慈市旭町第 10 番地 1番） 

   日程 

13：50～14：00 

14：00～14：10 

14：10～14：20 

14：30～15：50 

15：50～16：00 

参加者受付 

オリエンテーション 

病院の概要説明等 

病院内見学・医療機器等使用体験 

アンケート記入・閉会 

 

 

 

 

担当：保健福祉環境部企画管理課長 今野浩彦 

電話：0194-53-4987  内線 244 



報道機関懇談会資料（2013/6/7）                県北広域振興局 

懇談項目６ 
平成 25 年度「久慈地区クリーンいわて行動の日」を実施します 

（保健福祉環境部）  

 

久慈地区に勤務する県職員のボランティア活動の一環として、合同庁舎周辺市街

地及び久慈川河川敷の清掃ボランティア活動を行います。 

今年度は、ＮＨＫ朝の連続テレビ小説「あまちゃん」が放映され久慈地区が注目

を集めており、観光客の方も多く訪れていますので、きれいな街づくりに県職員も

貢献することを目的として実施します。 

 また、今年度からは、周辺事業所の方々にも協力をいただき、清掃活動を実施し

ます。 

１ 参加者 

・ 県北広域振興局各部･各室、教育事務所の職員等 

・ くじ・川の会 

・ 周辺事業所（岩手銀行、北日本銀行、東北銀行、みちのく銀行、盛岡信用金庫、

宮城建設株式会社） 

２ 実施日時及び集合場所  

日  時：平成 25 年 6 月 26 日（水） 17：30～18：30（小雨決行・雨天延期） 

集合場所：久慈地区合同庁舎正面玄関前 

 ３ 参考（平成 24 年度の活動状況） 

参加者数 180 名  

  ４ 活動範囲図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      
担当：保健福祉環境部環境衛生課 立花 一  

電話：0194-53-4987 内線 248 



報道機関懇談会資料（2013/6/7）                        県北広域振興局 

懇談項目７ 
ほ場整備を契機とした沿岸地区で初となる農業法人等の設立について 

                （農政部、農村整備室、農業改良普及センター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※1 「農事組合法人」：農業協同組合法に規定されている組合型の法人で、農業生産活動の協業化や共

同利用施設の設置を行うことにより、組合員の共同の利益を図ることを目的とした法人。 
※2 「特定農業団体」：農業経営基盤強化促進法に基づき、市町村長が認定する制度。営農を行う任

意組織であり、集落の農用地の2/3以上を集積することが義務付けられており、任意組織である
が経営安定対策等へ加入ができ、各種補助事業の対象となる。 

 

１ 大川目地区（久慈市） 

 (1)地区の経緯 

①ほ場整備事業の実施（平成13～22年度、 

 A＝85ha） 

②大川目営農推進協議会が設立（平成21年12

月）。その後、大川目営農組合に改組（平成

25年5月22日） 

③農事組合法人ライスランド久慈が設立 

（設立：平成25年5月23日、登記：同年5月

30日） 

 

 

２ 宇部川地区（久慈市、野田村） 

 (1)地区の経緯 

①津波被災農地の復旧（平成23～24年度、 

 A＝15.3ha） 

②宇部川地区農業生産組合が設立（平成 24 年

11 月）。その後、特定農業団体に認定（平成

25年5月） 

 ③宇部川地区営農組合が設立、農用地利用改善

団体として農地集積支援を行う（平成25年3

月） 

 ④ほ場整備事業の実施（平成24～30年度、 

  A＝80ha） 

 

 

 

 

 

 

担
い
手
組
織 

（農）ライスランド久慈 

【構成員(※)】 

地区の専業農家等10人 

・借地農地等での営農 

・営農組合の施設等運営管理 

・構成員の機械等集約 

  

 

地
区
の
支
援
組
織 

 

大川目営農組合 
【構成員】 

ほ場整備事業受益全戸 

  （187戸、85.1ha） 

・(農)ライスランド久慈支援の

ため乾燥調製施設等を整備

（H25年） 

・構成員の農地を集約 

 （農地の利用調整） 

担
い
手
組
織 

宇部川地区農業生産組合 

【構成員】 

久慈市と野田村の 

担い手17人 

・特定作業(※)受託による営農 

・構成員の機械等集約 

・機械利用組合（野田村）の機

械等活用 

  

地
区
の
支
援
組
織 

宇部川地区営農組合 

【構成員】 

 ほ場整備事業受益全戸 

  （257戸、79.6ha） 

・生産組合への支援対策を今後

検討 

・構成員の農地を集約 

 （農地の利用調整） 

 久慈市大川目地区では、ほ場整備を契機に農地の利用集積と経営体を中心とした集落営農に取り組

むため、25 年 3 月に「経営再開マスタープラン」を作成しています。また、久慈市と野田村に跨る宇

部川地区では、津波被害を受けた農地を含むほ場整備事業の実施と併せ、地域の中心経営体への農地

集積や農業機械の共同利用などに取り組む「プラン」を24年8月に作成しています。 

 このたび、この「プラン」を実践するため、沿岸地区で初となる農事組合法人※1が、25 年 5 月に大

川目地区で設立されました。また、津波被災からの復興に向けて、宇部川地区では、6月9日に久慈市

と野田村から「特定農業団体」※2の認定書が交付されることになったので、お知らせします。 

(2)営農体制 

農
地
貸
付 

賃
料
・
利
用

料 

(2)営農体制 

特
定
作
業

委
託 

地
代
相
当 

 
 

支
払 

【認定書交付式】 

 ・日時： 平成25年6月9日(日) 10：00～ 

 ・場所： 野田村生涯学習センター 

・農地の地代 

 相当を支払  

※構成員は農家のみが対象 

※雇用は常時従事者の2/3以下まで 

・農地の賃料 

・乾燥調整施設等 

 の利用料 

  （予定） 

※特定作業とは、耕起・代掻きな 

 ど基幹作業の受託に加え、収穫 

 物の販売まで行うもの 

担当：農政部農政調整課 長内 幸一 

電話：0194-53-4983 内線219 



〔参考資料〕 

１ 大川目地区（久慈市）      

                   （１）ほ場整備事業 

                     ・事業期間：平成13年～22年度 

                     ・受益面積及び農家数：85.1ha、187戸 

                    （２）大川目営農組合 

                     ・ほ場整備の受益農家が全戸加入（187戸） 

                     ・乾燥調製施設等を整備、構成員の農地を集約 

                    （３）農事組合法人ライスランド久慈 

                     ・構成員：代表理事組合長 神成明彦 ほか9人 

                     （ほ場整備事業の担い手10人で構成） 

                     ・これまでの個別経営中心の担い手体制から、担い手全員 

                                          が参画した農業生産法人に移行することで、規模拡大とと 

                                          もに永続性のある経営体をめざす。 

                     ・活動予定 

    

 

 

 

 

 

２ 宇部川地区（久慈市・野田村）  

                                     （１）ほ場整備事業 

                     ・事業期間：平成24～30年度 

                     ・受益面積及び農家数：79.6ha（津波の被害農地15.3ha 

                                          を含む）、257戸 

                   （２）宇部川地区営農組合 

                     ・ほ場整備の受益農家が全戸加入（257戸） 

                     ・構成員の農地を集約 

                    （３）宇部川地区農業生産組合 

                     ・構成員：組合長 鹿糠沢津嘉（野田村）、 

                          構成員17人(久慈市14人、野田村3人) 

                     ・ほ場整備により大区画化した農用地を活用して、規模拡 

                                          大や機械化等により効率的かつ安定的な経営体をめざす。 

                     ・活動予定 

25年度 整備前の農地で水稲の作付 約20ha 

26年度以降 ほ場整備工事の進捗に合わせて作付を検討 

 

 

３ 「農事組合法人」と「特定農業団体」のメリット 

（１）農事組合法人（大川目地区の場合） 

  ・個別から法人の経営とすることで、安定的な担い手の確保が可能となる。 

  ・地域で整備する施設を利用するに当たって、運営管理を法人が行うことにより経理事務の合理 

      化が図られる。 

（２）特定農業団体（宇部川地区の場合） 

  ・整備する農用地の2/3以上を集積することから、規模拡大が円滑に進む。 

  ・自己保全管理農地の有効活用が図られる。 

  ・将来の営農を地元で話し合うことにより、地域の活性化が図られる。 

   25年度  
米の乾燥調製用施設の運営（営農組合の構成員

25ha分を処理）水稲の作付 0.7ha 

26年度以降 

米の乾燥調製用施設の運営 

水稲等の作付 52ha（構成員の農地・構成員が

借地している農地の利用権設定など、組合法人

に移行）※ほ場整備地区以外も対象 

久慈市 

野田村 



報道機関懇談会資料（2013/6/7） 県北広域振興局 

懇談項目８ 
やませの郷

さと

食の技研究会技術研鑽研修会 

（農業改良普及室）  

 

 

やませの郷食の技研究会（久慈管内の食の匠 21人・組）が山形地区の食の匠を講師に郷土

料理「まめぶ」つくりを研修します。 

 

今年度は NHK 連続ドラマの効果により久慈地域の産直を訪れる観光客も増加しており、ド

ラマ内で紹介された久慈市山形町の郷土料理「まめぶ」に関する問合せが多い状況となって

います。食の匠が農家レストランや産直活動をしている中で、観光客を迎える側として小袖

海岸や久慈市街地以外でも広く久慈管内でまめぶを提供できるよう技術を習得するため、今

年度の食の匠の技術研鑽研修会で「まめぶ」づくりを研修することとしました。 

 

また、当日は食文化交流として食の匠の活動への理解を深める目的で、久慈農業改良普及

センター職員も研修に参加します。 

 

 

■ 日 時  平成 25 年 6月 19 日（水） 10:30～14:00 

■ 場 所  久慈地区合同庁舎 2 階調理実習室 

■ 対象者  やませの郷食の技研究会 

久慈農業改良普及センター職員 

■ 内 容  郷土料理 まめぶつくり 

 
 
 

※久慈地域には岩手県知事が認定する食の匠が 21 人・組（個人 15 人・団体 6 組、H25 年 5

月現在）おり、やませの郷食の技研究会を組織し、永年受け継がれてきた地域の食文化や

郷土料理等に関する知識・技術を受け継ぎ、その情報発信と次代への伝承を目的として活

動しています。 

 

 

 

 

 

担当：久慈農業改良普及センター 白木正範 

電話：0194-53-4989 内線 252 



報道機関懇談会資料（2013/6/7） 県北広域振興局 

懇談項目９ 
食の匠による高校生への郷土料理伝承会の開催について 

（農業改良普及室）  

 

久慈農業改良普及センターでは、H23 年度から久慈東高等学校と連携して、食物系列 3 学

年の調理師免許取得を目指す生徒を対象に「食の匠による高校生への郷土料理伝承会」を授

業の一環で開催しています。 

 

久慈地域には岩手県知事が認定する食の匠が 21 人・組（個人 15 人・団体 6 組、H25 年 5

月現在）おり、やませの郷
さと

食の技研究会を組織し、永年受け継がれてきた地域の食文化や郷

土料理等に関する知識・技術を受け継ぎ、その情報発信と次代への伝承を目的として活動し

ています。 

 

地域の学校と連携し、明確な目的を持った若い世代への継続した伝承活動は県内でも先進

的な取り組みであり、食の匠の活動にも大きな刺激となっているとともに、生徒達も大変興

味をもって取り組んでいます。 

 

昨年度は「昆布巻き（種市）」、「うきうきだんご（野田）」、「鮭の一匹料理（久慈）」の 3回

実施しました。そして今年度は「南部生湯葉（大野）」、「けいらん（野田）」、「鮭の一匹料理

（久慈）」の 3回を予定しています。 

 

■ 日 時  平成 25 年 6 月 28 日（金） 11:00～13:00 

■ 場 所  久慈東高等学校家庭科調理室 

■ 対象者  久慈東高等学校食物系列 3学年生徒 26 名 

■ 内 容  第 1 回伝承会『南部生湯葉』 

 

講師：南 エイ子氏 

（洋野町種市：平成 13年度認定） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
担当：久慈農業改良普及センター 白木正範 

電話：0194-53-4989 内線 252 

大豆をすりつぶし、煮てこした豆乳を温め、表

面に張った膜を竹串で静かにすくって取ったの

が生湯葉です。 

昔は山村の貴重な蛋白・脂肪源として大切に扱

われ、乾燥して保存し病後や産後の滋養強壮の

ために食べられました。 

【今後の予定】 

・9月 けいらん 

・12月 鮭の一匹料理 

【H24】第 2回「うきうきだんご」 

【昨年度の伝承会の様子】 

【H24】第 3回「鮭の一匹料理」 



報道機関懇談会資料（2013/6/7）  県北広域振興局 

懇談項目 10     
主要農作物の生育状況について  

（平成 25年 6 月 5 日現在）          （農業改良普及室） 

 

○ 久慈管内の水稲田植え作業は、低温の影響により平年に比べて遅れたものの概ね終了しました。 

○ ほうれんそうの出荷量・販売価格は平年並みに推移しています。 

○ 5 月の低温などにより農作物の生育は全般に遅れ気味です。 

 

作物別の生育概況一覧 

作 物 名 生 育 概 況 備 考 

 

水 稲 

 久慈管内の水稲田植え作業は、低温の影響により平年より 3 日

遅い 5 月 20 日に始期（10％）、平年より 4 日遅い 5 月 25 日に盛期

（50％）を迎え、5月 28日に終期（90％）を迎えました。野田村の

被災水田も大きな問題無く、移植が終了しました。 

・ 田植え後は好天が続き、活着は概ね良好です。 

 

平年の移植時期 

始期：5月 17日 

盛期：5月 21日 

終期：5月 26日 

 

 

野 菜 

（ほうれ

んそう） 

・現在 2作目が生育中です。 

・生育中の乾燥により、コナダニ、アブラムシ等の発生がみられて

います。今後、べと病の発生も予想されることから、5 月の指導会

や病害虫注意情報等で注意を喚起しています。 

・現在は 60-70 円/袋程度と平年並みの単価、出荷数量も日量 1500

ケース程度と平年並みで推移しています。 

・本年度から始まった価格安定対策事業により、価格安の時期にお

いても一定の単価が保証されることから、「安心して生産できる」

との声が聞こえています。 

 

ほうれんそう 1 ケ

ースは 25 袋入り

（170g/袋） 

 

花 き 

・りんどうは早生種で草丈 80cm 程度、側芽の発生が始まっていま

すが、やや平年より遅れ気味です。 

・リンドウホソハマキの成虫が多発生の圃場が散見されます。一部

ハダニ類の発生も見られるため、防除指導を行っています。 

・スプレーギクは草丈 15～30cm、6/20 日前後から短日処理に入る

見込みです。ハモグリバエ類の発生が見られます。 

 

 

 

果 樹 

・りんご：落花期で平年より５～７日の遅れです。 

・ヤマブドウ：展葉期で６～１２日程度の遅れです。 

 

 

 

 

 

その他 

特記事項 

・5 月のヤマセ吹走日数は久慈市、洋野町ともに 7 日で概ね平年並

みでした。 

 

 

 

平年ヤマセ吹走日

数（5月：過去 5年） 

久慈市：6.8 日 

洋野町：6.8 日 

 

 

 

担当：農政部農業改良普及室 高橋 好範 

電話：0194-53-4989  内線 255 



平成 25 年気象経過図 久慈アメダス 
 

 

【これまでの気象概況】 

 

 4 月下旬から 5 月中旬まで気温が低い時期が続きました。5 月下旬からやや気温は平年並み程度で推

移しています。日照時間は平年並み程度であり、降水量は非常に少なめに経過していることから、ほ場

は乾燥が続いています。 



報道機関懇談会資料（2013/6/7） 県北広域振興局 

懇談項目 11 
第３３回久慈地区乾しいたけ品評会の開催について 

（林務部）  

 

福島原子力発電所事故が、出荷停止や価格の暴落など本県乾しいたけ生産に甚大な被害を

及ぼす中、久慈地域の乾しいたけブランドの確立、生産者の経営・生産技術の向上を目指す

とともに、更には管内生産者の元気と頑張りを情報発信することで、県全体の乾しいたけ生

産の復興を期するため、久慈地域の乾しいたけ品評会を開催するものです。 

１ 日時・場所 

行事名 開催日 時間 場所 

出品物展示 
6 月 14 日(金) 

10：00～16：00 久慈地区合同庁舎 1階県民ホール 

褒賞授与式 14：00～15：00     〃   6 階大会議室 

※ 出品物の審査は 6月 10 日(月)に久慈市内で行います。(非公開) 

２ 出品銘柄 

  天白どんこ、茶花どんこ、どんこ、こうこ、こうしん の５銘柄 

３ 褒賞授与数 

  優秀賞５点、優良賞 12 点、奨励賞 27 点 計 44 点以内 

４ 全国乾椎茸品評会への出品 

  地区品評会出品物のうち、品質が高いと認められたものは、全国乾椎茸品評会に出品※ 

されます。 

※ 原子力発電所事故による出荷制限の影響が大きい県南地区を中心とした生産者に配慮し、今年度

も岩手県乾しいたけ品評会の開催が見送られたことによるものです。 

 出品にあたっては、放射性物質の検査を行い、国の基準(100Bq/㎏)以下であることを確認します。 

５ 主 催 

  久慈地方林業振興協議会(会長：久慈市長) 

６ 後 援 

  久慈地方しいたけ産業振興協議会、久慈市しいたけ生産推進協議会、洋野町しいたけ産

業振興協議会、野田村しいたけ推進協議会、普代村しいたけ推進協議会、県北広域振興局 

 久慈地方の乾しいたけ生産について 

○ 豊富な生産量 

豊かな広葉樹資源を背景に乾しいたけの生産が積極的に進められ、県内生産量の約 3

割を占める一大産地を形成しています。 

○ 確かな品質 

全国品評会・県品評会において上位入賞を果たすなど、品質でも高い評価を得ている

ほか、県品評会では、当管内市町村が例年優秀な成績を収めており、特に洋野町(旧種

市町を含)は、団体の部で平成 13 年～23年まで 11年連続優勝を果たしています。 

担当：林務部林業振興課長  三宅 隆志 

電話：0194-53-4984  内線 226 



報道機関懇談会資料（2013/6/7） 県北広域振興局 

懇談項目 12 
岩手県栽培漁業協会のウニ種苗初出荷について 

（水産部）  

 

 平成 25年 3 月に完全復旧した（社）岩手県栽培漁業協会種市事業所において、今年度のウ

ニ種苗の初出荷が行われます。 

 今回の種市南漁協への出荷を皮切りに１１月にかけて２００万個を出荷予定で、震災前と

同じレベルの種苗放流が実施されます。 

 詳しくは別添「平成 25 年度ウニ種苗の初出荷について」のとおり。 

 

１ 日時 

  平成 25 年 6月 11 日（火） 午前９時（おおよそ４０～５０分程度で終了） 

 

２ 場所 

  （社）岩手県栽培漁業協会 種市事業所 （九戸郡洋野町種市２０－１７７） 

 

３ 出荷数量及び出荷先 

  キタムラサキウニ種苗  ７万個 平均殻径１７ｍｍ  

種市南漁協 宿戸地先  宿戸漁港まで運搬し、船で漁場まで行き放流 

 

４ 備考 

（１）出荷作業に先立ち初出荷式を行います。 

宮沢栽培漁業協会専務と高橋振興局長の２名の挨拶を予定 

（２）時化等で中止になる場合があり、前日（10 日）に別添担当者あて確認願います。 

 

５ その他（久慈合庁でのウニ種苗の水槽展示） 

震災以降の種市事業所の取り組みを地域の皆様に紹介するため、合庁１階県民ホールに

てウニ種苗等の水槽展示を行っています。 

展示生物：キタムラサキウニ、エゾバフンウニ（平成２４年９月採卵種苗） 

エゾアワビ（平成２４年１０月試験採卵種苗） 

展示期間：平成２５年９月末頃まで 

 

 

 

 

 

 

担当：水産部水産振興課 林崎孝志 

電話：0194-53-4985 内線 365 



平成 25年度ウニ種苗の初出荷について 

 （社）岩手県栽培漁業協会 種市事業所 

１ 内容 

東日本大震災により壊滅的な被害を受けた（社）岩手県栽培漁業協会種市事業所

では、H23年度に仮復旧施設でウニ種苗生産を開始し、昨年 132万個の出荷（放流）

を行いました。 

また、昨年 9月～10月にかけ仮復旧施設を用いて採卵・採苗を行い、復旧工事（平

成 25年 3月完成）と並行して生産したウニ種苗の今年度初出荷（放流）を行います。 

２ 日時 

  平成 25年 6月 11日（火） 午前９時 

３ 場所 

  （社）岩手県栽培漁業協会 種市事業所 九戸郡洋野町種市２０－１７７ 

４ 出荷先 

  種市南漁協 宿戸実行部会 

①  個数及びサイズ 

     キタムラサキウニ種苗 ７万個 平均殻径１７ｍｍ  

  ② 放流地点 

     種市南漁協 宿戸地先 

５ 当日の流れ  

① 種市南漁協宿戸実行部会が軽トラックで午前９時に種市事業所へ到着 

② 初出荷式（挨拶）：（社）岩手県栽培漁業協会 宮澤専務理事と   

         県北広域振興局 高橋局長の２名を予定 

③  作業棟で運搬容器にウエス等海水を濡らした布をセット 

④  飼育水槽から稚ウニの入った飼育カゴを作業棟に搬入 

⑤  稚ウニを飼育カゴから丸カゴに移し、運搬容器に収容 

⑥  運搬容器を軽トラックに積み込み 

⑦  全て積み込みが終了したら軽トラックが宿戸漁港へ出発 

① -～⑦までおおよそ４０～５０分程度で終了 

６ その他 

①  今年度の計画 

キタムラサキウニ種苗 186.6万個、エゾバフンウニ 13.4 万個、計 200万個 

を 6月から 11月にかけて出荷予定 

② 平成 22年度ウニ種苗出荷実績（震災前） 

    キタムラサキウニ 221万個、エゾバフンウニ 20万個、計 241万個 

☆ 重要なお知らせ 

種苗放流の実施は天候や波浪の状況に左右されるため、悪天候や高波の時に 

 は中止になる場合があります。 

  前日（10日）に放流の実施・中止を決定することとしておりますので、確認 

は下記担当者へ連絡願います。 

放流実施・中止の確認及び種苗生産に関する取材について 

 （社）岩手県栽培漁業協会種市事業所 担当者 箱石 和廣 

       電話：0194-65-4750 携帯：090-4882-7735 

放流実施・中止の確認及び放流に関する取材について 

       種市南漁協宿戸実行部会 担当者 馬場 等 

       携帯：090-3125-4428 



報道機関懇談会資料（2013/6/7） 県北広域振興局 

懇談項目 13 
【復興関連道路】主要地方道野田山形線大葛の 2工区の完成について 

（土木部）  

 

土木部が復興関連道路として整備を進めている主要地方道野田山形線大葛の 2 工区が 7 月

9日に完成予定となりましたのでお知らせします。 

 なお、この工区の完成により、野田村の中心部から大葛集落等までが全て 2 車線で通行で

きるようになります。 

路 線 名  主要地方道野田山形線（県道 29 号） 

場 所  九戸郡野田村大葛地内 

事業概要  主要地方道野田山形線は、野田村野田地区の国道 45号と久慈市平庭地区の国道

281 号を結ぶ生活幹線道路である。 

      当該区域は、幅員狭小(最小幅員=3.5m)の未改良区間で、普通車のすれ違いが困

難など、交通安全上の課題となっていた。 

      今回の現道拡幅及び線形改良により、車両の円滑な通行を図り、生活幹線道路

としての機能向上を図るものである。 

事業延長：６００ｍ（幅員 5.5(7.0)ｍ）  

事業期間：平成 22 年度～平成 25年度 

総事業費：約 2億円 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
担当：土木部道路整備課  笹原 敬悦 

電話：0194-53-4990 内線 261 

大葛の 2 工区 

L=600M 

←至山根、平庭高原 

 

野田山形線 

↑至久慈 

国道 45 号 

●野田村役場 

●野田小 ●野田中 

●野田駅 

●道の駅のだ 

 

 

大葛 

事業開始前の状況 最近の状況 



日 曜 行　　　　　事 時間 県出席者 担当課等
連絡先
（0194）

7 金 平庭高原つつじまつり（１～９日） 10:00～16：00 久慈市 久慈平庭県立自然公園 市産業建設課 72-2111

8 土 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

第31回洋野町はまなすマラソン大会 9:45～ 洋野町
種市海浜公園を発着点と
するコース

種市体育館 65-4290

宿戸朝市（殻付ウニ、天然ホヤなど海産
物の販売）

8:00～ 洋野町 宿戸漁港 町水産商工課 65-5916

12 水 久慈市社会福祉事業団10周年記念式典 11:00～ 久慈市 久慈グランドホテル ◎ （保健福祉環境部） 53-4987

13 木 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

14 金 第33回久慈地区乾しいたけ品評会 14:00～15:00 久慈市 久慈地区合同庁舎 ◎○林 林務部 53-4984

【定例】二子朝市
 （毎月第３日曜日開催 12月まで）

9:00～ 久慈市 久慈市漁協二子出張所前
久慈市漁協二子生
産部

53-5280

【定例】平庭市
 （毎月第１・３日曜日開催）

久慈市 平庭高原地場産品直売所 市産業建設課 72-2111

【定例】べっぴんまつり産直市（毎月第３
日曜日）

11:00～18：00 久慈市 新山根温泉べっぴんの湯 市商工観光課 52-2111

【定例】16日市（毎月16日開催） 8:30～ 野田村 愛宕参道広場 村観光協会 78-2012

平成25年度 県北ものづくり産業ネット
ワーク総会・講演会

14:00～15：20 二戸市 二戸地区合同庁舎 ◎ 経営企画部 53-4981

平成25年度 第２期県北ものづくり改善塾 13:30～ 二戸市 二戸地区合同庁舎 経営企画部 53-4981

【定例】北三陸・あまちゃん市（毎月18日） 9:00～19：00 久慈市 中心市街地商店 久慈商工会議所 52-1000

【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

19 水
やませの郷食の技研究会技術研鑽研修
会

10:30～14:00 久慈市 久慈地区合同庁舎 ◎○農セ
農業改良普及セン
ター

53-4989

20 木 青少年育成事業　ふれあいコンサート 13:30～15:30 普代村 普代中学校体育館 村教育委員会 35-2711

21 金 2013 フレッシャーズ・カフェin久慈琥珀 18:40～ 久慈市 ビストロくんのこ 経営企画部 53-4981

23 日 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

25 火
中学生を対象とした医師の出前講座（～
7/11まで管内小中学校で開催予定）

保健福祉環境部 53-4987

Ｈ25年度 久慈地区クリーンいわて行動の
日

17:30～18：30 久慈市 八日町ほか ◎○ 保健福祉環境部 53-4987

【定例】さんどう市 8:30～ 野田村 愛宕参道広場 村観光協会 78-2012

食の匠による高校生への郷土料理伝承
会の開催について

11:00～13:00 久慈市 県立久慈東高等学校
農業改良普及セン
ター

53-4989

【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

2 火 洋野町納税表彰式 14:30～ 洋野町 洋野町種市分庁舎 ◎
（経営企画部県税
室）

53-4986

3 水 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

【定例】　くるま市（４月～12月までの第１
日曜日）

10:00～15:30 久慈市 桂の水車広場
山根六郷研究会事務局
（久慈ステーションホテル
内）

53-5281

【定例】平庭市
 （毎月第１・３日曜日開催）

久慈市 平庭高原地場産品直売所 市産業建設課 72-2111

第19回グラウンドゴルフ大会 普代村
北緯40度運動公園多目的
グラウンド

村教育委員会 35-2711

8 月 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

9 火 久慈広華会総会・講演会 久慈市 びすとろくんのこ ◎
岩手日報社久慈支
局

53-3030

13 土 【定例】市日（毎月３と８のつく日） 久慈市 市日通り 市商工観光課 52-2111

14 日 たねいちウニまつり 洋野町
種市海浜公園イベント広
場

ひろのイベント事業
実行委員会（町水産
商工課）

65-5916

内間木洞まつり（開催日未定　７月上旬） 久慈市 内間木 小国自治会 75-2150

北限の海女　素もぐり実演
　　　　　　　　　　（開始日未定　７月中旬）

久慈市 小袖海岸 市商工観光課 52-2111

26 水

9 日

18 火

16 日

17 月

28 金

7 日

◎局長出席　　　☆技監（保健所長）出席　　○部・室長等出席

平成25年6月 行  事  予  定  表

場所

７月


